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JASとは（Japanese Agricultural Standards）

障害者が生産行程に
携わった食品及び観賞用の植物

しょうゆ

✓ しょうゆの種類ごとに色度、
全窒素分などの品質基
準を規定

✓ 日本の食文化を代表す
る調味料であり、古くから
あるJASの一つ

✓障害者が携わって生産し
た生鮮食品及びこれらを
原材料とした加工食品並
びに観賞用の植物につい
て、その生産方法及び表
示の基準を規格化

○ 農林水産・食品分野において農林水産大臣が定める国家規格

○ 伝統的には、国内市場に出回る農林水産・食品の品質や仕様を一定の範囲・水準に揃え
るための基準

○ 取扱方法や試験方法についての基準を内容とする規格を制定できるよう拡充
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JASのあゆみ（守るべきルールから利用したいツールへ）

・H29及びR4のJAS法改正により、より活用しやすいJASに。
・国家規格であることのブランド、第三者認証による信頼性確保。

従来は粗悪品の排除等、
守るべきルールとして存在

昭和25年 JAS法制定（JAS制度の創設）

平成5年 生産方法に特色のあるJASが制定できるよう改正

平成11年 有機JAS制度導入

平成17年 流通方法に特色のあるJASが制定できるよう改正

平成29年 JASの対象を取扱方法（サービス等）、試験方法、
             用語等にも拡大。JAS案を提案しやすくする手続きの整備

JASマーク

有機JASマーク

特色JAS
マーク

平成25年 品質表示基準を食品表示法へ移管

昭和45年 品質表示基準制度導入

令和４年 有機JASへ有機酒類を追加

試験方法JAS
マーク

JASの特徴
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⚫ JAS制度には、①モノ・サービス・取組などが規格に適合していることを第三者（登録認証機関）が確認する
認証制度、②試験結果の信頼性を担保するため試験所の能力を確認する試験所制度がある。

⚫ JAS認証制度及び試験所制度の手続には国際的に信頼あるISO基準を採用している。

JAS試験所制度

事業者

広告等に表示

登録・監督

認証

登録認証機関

（事業者の規格）

事業者

モノに表示

認証

登録認証機関

（産品の規格）

登録・監督

JAS認証制度

国際的に通用する認証の枠組み

JAS

試験業者

登録・監督

証明書に表示

事業者

試験結果

主務大臣
（ (独)農林水産消費安全技術センター（FAMIC）が審査）

（産品の規格） （事業者の規格） （試験方法の規格等）

出典：JAS制度について（令和7年4月 農林水産省基準認証室） 4
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最近のJASの制定等の状況

精米JAS 【改正】

⚫ 精米の品質について、見た目や炊飯特性に影響を与える基準を規定し、令和3年12月に制定
⚫ 試験方法のうち、目視によって試験する｢異種穀粒及び異物｣、｢着色粒｣、｢被害粒｣、｢砕粒｣、

｢粉状質粒｣及び｢水浸割粒｣について、判別装置を用いる方法を追加

みそJAS 【改正】

⚫ 我が国独自の伝統的な「みそ」の生産行程についての要求事項（こうじ菌及びこうじ（ばらこうじ
又は豆こうじ）の種類の限定）を規定し、令和4年3月に制定

⚫ みその生産に使用できる原材料として「JAS格付されたみそ」を追加

米中の4-アミノ酪酸（GABA）の試験方法JAS 【制定】

⚫ 米に含まれるGABAの定量に適した試験方法として、令和7年1月に制定

食品における相対モル感度を利用した定量法に関する一般要求事項JAS 【制定】

⚫ 分析対象成分とは別の物質を基準にした定量法の開発が可能となる相対モル感度の決定方法、
定量法の開発・利用時に検討するべき事項などを規定し、令和7年1月に制定



JASの活用事例

グリンリーフ株式会社(群馬県利根郡昭和村赤城原845-13)

有機加工食品

有機こんにゃく

有機栽培冷凍ブルーベリー 等

JAS認証

JAS製品

有機農産物の生産・販売
有機加工食品の生産・販売

事業者概要
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JASの活用事例

光食品株式会社(徳島県板野郡上板町高瀬127番地3)

有機加工食品

障害者が生産行程に携わった食品及び
観賞用の植物

有機ウスターソース

有機トマトケチャップ

有機ぽん酢しょうゆ 等

JAS認証

JAS製品

ソース類、トマト加工品、ドレッシング等製造・
販売、有機原料使用商品の製造・販売

事業者概要

7



JASの活用事例

医療法人みどり会さんさんグリーン(大阪府枚方市藤阪中町3-20)

障害者が生産行程に携わった食品及び
観賞用の植物

JAS認証

宇治抹茶、京都えびいも、万願寺とうがらし、
京花菜、京都田辺茄子、京都レモン、 京
柚子等を栽培

事業者概要
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JASの広報活動の紹介
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JASの広報活動の紹介

日本の基準、確かな品質。JASマーク
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JAS協会の広報活動の紹介①

ＪＡＳ協会の普及啓発活動 ①
ＪＡＳ協会の活動 食育推進全国大会への出展

食育に関する理解と関心を深めるためのイベントに毎年出展しています。

2025年6月
於：徳島市

イベントには2日間で約24,000名のご来場があり、ＪＡＳ協会ブースも大いに賑わいました。
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JAS協会の広報活動の紹介②

ＪＡＳ協会の普及啓発活動 ①
ＪＡＳ協会の活動 さがそうＪＡＳマーク

夏休みの子供たちを対象に、ＪＡＳマークを見つけて報告す
るプレゼント企画でＪＡＳに親しむ機会をつくっています。

プレゼントは、
図書カードと
ＪＡＳグッズ
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JAS協会の広報活動の紹介③

ＪＡＳ協会の普及啓発活動 ①
ＪＡＳ協会の活動 情報誌「ＪＡＳと食品表示」

ＪＡＳをはじめとする農林水産省関係の規格や、食品表示制度に関する関
係省庁の検討状況などの最新の情報を毎月お届けしています。

詳しくは、
ＪＡＳ協会ＨＰを
ご覧ください
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JASの広報活動の紹介
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出典：JAS制度について（令和7年4月 農林水産省基準認証室）

JASのまま
海外において
浸透・定着

Codex規格
・ コーデックス委員会

（FAOとWHOによる政府間組織）

・ 参加国間での議論を通じ合意形成
・ 食品安全に関する規格基準の他、食品

安全以外の規格（表示、一次産品等）

ISO規格
・ 国際標準化機構
（各国の代表的標準化機関からなる組織）

・ 多数決
・ 食品を含めた多様な製品、性能評価、
マネジメントシステムなどの規格

国際的に通用するもの
を積極的に取り込み

⚫ 農林水産物・食品の輸出力強化が課題となる中、海外との取引を円滑に進めるためには、日本の事業者に
とって取り組みやすく有利に働く規格の制定・活用を進めるとともに、その国際的な認知度・影響力を高めてい
くことが不可欠。

⚫ そのための手法としては、①日本発の規格であるJASと調和のとれた国際規格を制定する手法、②日本発
の規格であるJASそのものを海外において浸透・定着させる手法があり、それぞれの規格ごとに、規格の目的
や対象、影響力、実現可能性等を勘案した上で、戦略的に選択していくことが重要。

日本独自の価値・ルールを
日本ブランドとして海外へ訴求

（例）バチルス属を使って発酵させた
大豆製品（納豆等）の地域規格

（2023年Codex規格制定）

（例）ハム・ソーセージのJAS認証品
が東南アジアで贈答品に選好

国
際
化

国
内
規
格

・日本のモノ・技術の独自性をアピールし
たい場合（産品の差別化など）

・他国との調整に伴う独自性の希薄化を
避けたい場合

日本独自の価値・ルールを
世界共通の規格として標準化

・日本のモノ・技術を国際的に広げ一般化したい場合
（粗悪品の排除、互換性の確保、市場全体の拡大など）

・日本のモノ・技術について国際的に共通の「モノサシ」を作り、自らの
優位性を強調したい場合（性能評価方法など）

JAS
品質 試験方法

生産方法

（例）災害食
（2023年10月新規作業登録済）

海外でのJASの認知度・影響力を高める国際化
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JASの国際化

○ 国際標準化機構（International Organization for Standardization, ISO)

○ スイスのジュネーブに本拠地を置く、法人格を有する非政府組織。

○ あらゆる分野（電気・電子、通信分野を除く）の国際規格（IS: International Standard）を発
行する、国際標準化機関。

○ ISOの目的

（１） 国家間の製品やサービスの交換を助けるために標準化活動の発展を促進する

（２） 知的、科学的、技術的、経済的活動における国家間協力を発展させる

○ １カ国１機関のみが会員となれる。各国におけるもっとも代表的な国家標準機関が、会員団体、通
信会員、購読会員のいずれかで加入。

○ 我が国は閣議了解に基づき1952年に、日本産業標準調査会（JISC：Japanese Industrial 

Standards Committee）が会員団体としてISOに加入。

※ JISC: ①JISの制定・改正等や②国際標準化機関に日本の代表として参加する経済産業省の審議会。

○ 組織の主な財源は、会員団体からの会費収入（著作権料を含む）と出版物の販売収入

ISOとは

参照：(一社)日本規格協会 2019事業概要 16



国際標準化の取組

日本提案の新規提案規格

ISO/CD 23638「食品－災害食の品質要求事項」

→国際的な災害食市場の拡大と我が国の優位性が向上

ISO/WD 25367「食品中の有機化合物の定量に用いる

相対モル感度の1H定量NMRを用いた決定－一般要求事項」

→日本産品の機能性成分の優位性の明確化に貢献
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JASの活用事例

全農パールライス株式会社(東京都千代田区神田三崎町3丁目1番16号神保町北東急ビル3F)

精米

有機農産物

精米

JAS認証

JAS製品

米穀のとう精・販売、酒造用米穀のとう精
炊飯米の製造・販売、米粉の製造・販売 等

事業者概要
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JASの活用事例

吉岡製油有限会社(埼玉県入間市二本木 1409番地1号)

廃食用油のリサイクル工程管理

JAS認証

油脂の製造販売
産業廃棄物 収集・運搬
産業廃棄物 処分 等

事業者概要
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JASの活用事例

丸山製茶株式会社(静岡県掛川市板沢510-3)

有機加工食品

有機抹茶

JAS認証

JAS製品

お茶の卸全般（原料・製品）
袋詰・缶詰・ティｰバッグ・粉末加工
抹茶の製造 等

事業者概要

20



JASの活用事例

大関株式会社(兵庫県西宮市今津出在家町4番9号)

有機加工食品（酒類を含む。）

有機純米酒

JAS認証

JAS製品

酒などのアルコール飲料
食品類の製造販売 等

事業者概要
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有機同等性

出典：有機認証制度の同等性について（農林水産省基準認証室HP 抜粋） 22



農林水産・食品分野における国際標準戦略

出典：令和６年度農林水産・食品分野の国際標準化活動を支える基盤の創出に向けた
 調査・対応検討委託事業 事業報告書（令和7年3月 株式会社野村総合研究所）23



2020-
司令塔機能の強化

国際標準戦略に関するこれまでの主要な取組

出典：令和6年8月5日国際標準戦略部会（第2回）資料（内閣府知的財産戦略推進事務局）を元に作成

2006-
国際標準化戦略に

基づいた活動

戦略の進化

2003-
国際標準化活動へ

の注目

●知的財産推進計画2003
⇒国際標準化活動の支援を位置付け

●国際標準総合戦略（2006年12月6日 知的財産戦略本部）

⇒総合的な国際標準戦略の立案（5つの戦略）

●日本型標準加速化モデル
（2023年6月 日本産業標準調査会基本政策部会取りまとめ）

●新たな国際標準戦略（2025年6月3日 知的財産戦略本部）
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新たな国際標準戦略

国際標準戦略のポイント① 担い手の強化

• 担い手である企業やアカデミアの取組強化に加え、専⾨サービスや専⾨人材の育成が不可欠。
• 標準の積極活用や、専⾨サービスや専⾨人材が活躍できるような市場が必要。
• 国際連携を通じて、アジア域やグローバル単位での担い手・ネットワーク強化。
• 官⺠一体として国際標準活動を進めていくために官⺠による司令塔を設置。

出典：「新たな国際標準戦略」のポイント（内閣府知的財産戦略推進事務局）一部抜粋

国際標準戦略のポイント② 重要領域・戦略領域の選定

•国際社会にとって重要であり、かつ、国際標準が重要成功要因となり得る17の重要領域を選定、官⺠で
取組を強化。
•対応の緊要性を踏まえ、重要領域の中からさらに8つの戦略領域を選定。
•選定された重要領域・戦略領域は固定されるものではなく、適宜その加除修正、バージョンアップを実施。

国際標準戦略のポイント③ 経済安全保障

• 国際情勢の複雑化、社会経済構造の変化等に伴い、経済活動に関して行われる国家及び国⺠の安
全を害する行為を未然に防⽌することの重要性が増大。
• 本戦略においても、国際標準活動全体における視点及び領域選定の視点において、経済安全保障を
組み込んでいく

25



新たな国際標準戦略

出典：「新たな国際標準戦略」のポイント（内閣府知的財産戦略推進事務局）一部抜粋 26



新たな国際標準戦略

【戦略的な国際標準化の推進】

✓ 戦略そのものの検討

✓ 戦略の担い手の確保
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今後の取組
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今後の取組
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今後の取組

出典：農林水産省基準認証室 出典：公益財団法人日本農林漁業振興会 30
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